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供試体名 構造
プレストレス
(MPa)

PC鋼材の配置 備考

L01 ＲＣ - - L02と終局耐力を同等に設定

L02 ＰＣ 3.6 軸力配置 標準モデル

L03 〃 〃 下縁配置 PC鋼材を下縁側に偏心

L04 〃 〃 上縁配置 PC鋼材を上縁側に偏心

L05 〃 6.0 軸力配置 プレストレス量をL02の5/3倍

L06 〃 3.6 下縁配置 L03と鋼材偏心を同等に設定

L07 〃 〃 上縁配置 L04と鋼材偏心を同等に設定

L08 〃 〃 軸力配置 L02の軸方向鉄筋を重ね継手に

L09 〃 〃 〃 L02の上下フランジに拘束鉄筋配置
L10 〃 2.4 〃 プレストレス量をL02の2/3倍

L11 〃 4.8 〃 プレストレス量をL02の4/3倍

L12 〃 3.6 下縁配置 L03と鋼材偏心を同等に設定

L23 〃 〃 下縁中間配置 鋼材偏心をL03とL02の中間に設定
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